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企業活性化事業は、食品スーパーを営む株式会社魚栄商店において、自動発注システムや

ＥＤＩシステムなどのＩＴの導入により、粗利率は安定してまいりました。その結果、売上

高は 1,152 百万円（前年同期比 0.9％減）、営業利益は 16 百万円（前年同期比 6.6％増）と

なり、営業黒字を継続しております。 

 

２．今後の見通しについて： 

ＩＴコンサルティング事業は、顧客との信頼関係の維持向上に努めることで追加プロジェ

クトを確実に実施していくとともに、提案活動を行っている見込顧客から確実に受注を獲得

してまいります。同時に金融クラウドや、付加価値の高い運用保守サービス（VAO）、エンタ

ープライズ（大企業）向けのＥＲＰといった新規サービスの拡大も図ってまいります。 

また、東南アジアにおいては、順調に受注を獲得しておりますが、今後は更に成長を加速

させてまいります。 

 

パッケージ＆サービス事業は、ＦｕｔｕｒｅＯｎｅ株式会社においては、引き続き受注の

拡大を図るとともに、既存製品のバージョンアップによる競争力の向上や、一層のデリバリ

ー品質の向上に努めてまいります。また、株式会社アセンディアにおいては、得意とする運

用保守サービスやシステム受託開発に加え、公共ビジネスの拡大やニアショアビジネス（国

内の地方拠点での開発等）の強化を進めてまいります。 

 

企業活性化事業は、株式会社魚栄商店において、ＩＴの利活用により、引き続き商品在庫

や廃棄品の一層の圧縮をすすめるとともに、検品・棚卸などの業務の効率化や顧客行動の分

析の強化等を図るほか、既存店舗の小規模改装や非店舗営業の拡大により売上の拡大を図っ

てまいります。 

 

 なお、平成24年12月期の第２四半期及び通期の業績予想につきましては、前回発表（平成

24年２月７日付）からの変更はございません。 

 

以 上 

 

●本件に関するお問い合わせ先： 

 フューチャーアーキテクト株式会社 IR 担当 池内 

IR 直通 Tel： 03-5740-5724 電子メール：ir@future.co.jp 


